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平成１７年産米農産物検査のＤＮＡ分析による品種判別調査結果について

農産物検査（年産、等級、産地品種銘柄）は、①米の規格取引の根拠、②ＪＡＳ

法に基づく米の品質表示基準の根拠となっている。

農産物検査の業務は、平成１３年度から５年間で国から民間の登録検査機関に移

行することとしており、移行期間の最終年度となる平成１７年産うるち米の検査に

ついては、４９４万トン((全検査数量の９９.９７％(平成１８年６月末日現在))が

民間の登録検査機関により実施されている。

農産物検査における産地品種銘柄の証明については、一定の検査技術を有する民

間の農産物検査員が、品種関連情報をもとに玄米を目視鑑定することにより実施さ

れているが、農産物検査の実施について、より一層の信頼性を確保するための基礎

的データ収集を目的として昨年に引き続きＤＮＡ分析による品種判別調査を実施し

た。

（ポイント）

登録検査機関が１７年産米の産地品種銘柄の証明を行った受検品

のうち、１６,４４３点について、ＤＮＡ分析による品種判別を行っ

た。

(1) この結果､異品種の混入が全く認められず､民間の登録検査機関

による農産物検査証明とＤＮＡ分析が完全に一致したものは、

１６,３１２点で調査点数に占める割合は、９９.２％であった。

(2) １３１点（０.８％）については、ＤＮＡ分析により、異品種の

混入等が認められた。
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調査結果

１ 対象品種

前年（平成１６年）産作付面積上位品種のうち、価格形成センターでの取引価格

が平均を超える８品種に加え、全国調査の観点から北海道産きらら３９７、青森県

産つがるロマンを含めた１０品種とした。

コシヒカリ、ひとめぼれ、ヒノヒカリ、あきたこまち、きらら３９７、

はえぬき、つがるロマン、ササニシキ、ハナエチゼン及び夢つくし

２ 概 要

(1) 産地段階における農産物検査時点で、別途ＤＮＡ分析による品種判別調査を行

ったところ、異品種混入が全く認められず、民間の登録検査機関による農産物検

査証明と完全に一致したものは、１６,４４３点中１６,３１２点（９９.２％）

であった （表１）。

表１ ＤＮＡ分析による品種判別調査結果

平成１７年産 （参考）平成１６年産

１６,３１２点 ( 99.2％) １６,６６０点 ( 98.1％)
異品種の混入が認め
られなかったもの

１３１点 ( 0.8％) ３２９点 ( 1.9％)
異品種の混入等が認
められたもの

１６,４４３点 (100.0％) １６,９８９点 (100.0％)合 計

（注１） 農産物検査の銘柄鑑定は、一定の技術水準を有する民間の農産物検査員が玄米を目

視すること等により実施している。

（注２） なお、平成１６年産調査は、調査対象前年産（平成１５年産）の作付面積上位２０
品種を対象としており、単純な比較はできない。

(2) ＤＮＡ分析により異品種の混入等が認められた１３１点（０.８％）について

は、登録検査機関を指導し、銘柄証明を是正した。

この異品種粒の混入程度は以下のとおりである （表２）。

表２ 異品種の混入程度

２５粒中に混入する異品種の粒数 異品種の混入等が認められた点数

１粒 ～ ３粒 （ 4％～12％） ５９点 (0.4％)
４粒 ～ ６粒 （16％～24％） ２９点 (0.2％)
７粒 ～ ９粒 （28％～36％） ７点 (0.0％)

１０粒 ～ １２粒 （40％～48％） ６点 (0.0％)
１３粒 ～ １５粒 （52％～60％） ６点 (0.0％)
１６粒 ～ １８粒 （64％～72％） ５点 (0.0％)
１９粒 ～ ２１粒 （76％～84％） ３点 (0.0％)
２２粒 ～ ２４粒 （88％～96％） ０点 ( - ％)

品種名誤記入又は品種の取違え（100％） １６点 (0.1％)
合 計 １３１点 (0.8％)



(3) 地域別及び品種別の状況

平成１７年産米の各地域別、品種別調査点数及びＤＮＡ分析による異品種の混

入等の状況は、以下のとおりである （表３-1、表３-2）。

表３-1 地域別の状況

異品種の混入等が
地域別及び主な品種別 調査点数 認められたもの

北 海 道 ５６８点 １４点 (2.5％)

き ら ら ３ ９ ７ ５６８点 １４点 (2.5％)
東 北 ６,３４１点 ６２点 (1.0％)

つ が る ロ マ ン ５５０点 ６点 (1.1％)
は え ぬ き ９３０点 ６点 (0.6％)
あ き た こ ま ち １,９５６点 １８点 (0.9％)
サ サ ニ シ キ １４１点 ３点 (2.1％)
ひ と め ぼ れ １,８０４点 ２２点 (1.2％)
コ シ ヒ カ リ ９６０点 ７点 (0.7％)

関 東 ３,１０２点 ２０点 (0.6％)
あ き た こ ま ち ３４４点 ６点 (1.7％)
ひ と め ぼ れ １３１点 ２点 (1.5％)
コ シ ヒ カ リ ２,６２１点 １１点 (0.4％)

北 陸 ３,０５９点 ９点 (0.3％)
ハ ナ エ チ ゼ ン １０９点 ０点 ( －％)
コ シ ヒ カ リ ２,８９５点 ６点 (0.2％)

東 海 ４２１点 ２点 （0.5％)
コ シ ヒ カ リ ３７２点 ０点 ( －％)

近 畿 ５０２点 ４点 (0.8％)
ヒ ノ ヒ カ リ １０９点 １点 (0.9％)
コ シ ヒ カ リ ３８０点 ３点 (0.8％)

中 国 四 国 １,２７２点 ８点 （0.6％)
あ き た こ ま ち １０４点 ３点 (2.9％)
ひ と め ぼ れ １０３点 ２点 (1.9％)
ヒ ノ ヒ カ リ ３２５点 ２点 (0.6％)
コ シ ヒ カ リ ７２９点 １点 (0.1％)

九 州 及 び 沖 縄 １,１７８点 １２点 (1.0％)
１０点 (1.0％)ヒ ノ ヒ カ リ １,０２１点

夢 つ く し ６４点 １点 (1.6％)

コ シ ヒ カ リ ６２点 １点 (1.6％)
（注１） ( )内の数値は、調査点数に対する異品種混入点数の比率とする。
（注２） 地域別には、品種別に掲示した以外の品種が含まれている。

表３-2 品種別の状況
異品種の混入等が

生産地域 調査点数 認められたもの

コシヒカリ ８,０１９点 ２９点 (0.4％)
東北 関東 北陸 東海 近畿、 、 、 、 、
中国四国、九州

あきたこまち ２,４４５点 ２９点 (1.2％)
東北 関東 北陸 東海 近畿、 、 、 、 、
中国四国

ひとめぼれ ２,１３２点 ２９点 (1.4％)東北 関東 北陸 東海 近畿、 、 、 、 、
中国四国、九州・沖縄

ヒノヒカリ １,４６２点 １４点 (1.0％)
関東、東海、近畿、中国四国、
九州

はえぬき 東北、北陸、中国四国、九州 ９５１点 ６点 (0.6％)
きらら３９７ 北海道 ５６８点 １４点 (2.5％)
つがるロマン 東北 ５５０点 ６点 (1.1％)
ササニシキ 東北 １４１点 ３点 (2.1％)
ハナエチゼン 北陸、近畿 １１１点 ０点 ( - ％)
夢つくし 九州 ６４点 １点 (1.6％)

１３１点 (0.8％)合 計 １６,４４３点


